
「高校生能登応援商店街 supported by MARK IS みなとみらい」 

 

６月１日（土）・２日（日）に横浜で行われた「高校生能登応援商店街 

supported by MARK IS みなとみらい」に参加しました。 

被災地支援を目的に、県内 10校の高校が被災地である石川県や宮城県、兵

庫県、熊本県の高校生を招待して商店街イベントを実施しました。2011年の

東日本大震災復興支援、2019年の台風被害復興支援に続き、３回目の被災地

支援イベントとなり、売上の利益はすべて被災地に寄付されます。 

１日目は、石巻商業高校の生徒と一緒に、宮城県の特産品を使った缶

詰やポップコーンを販売しました。学校で学んでいる接客技術や販売技

法の実践として、商品陳列を工夫したり、売れ行きを見てＰＯＰを作成

したりしました。 

２日目は、福井県の商品を販売しました。福井県の生徒は参加できません

でしたが、復興支援のために販売を行いました。 

交流会では、会場が盛り上がるように工夫した挨拶をしてくれた生徒がい

て、販売活動中にできなかった話もできて、とても楽しかったです。 

被災地の高校生と交流することで、被災地の現状や私たちができる支援に

ついて考えることができたとともに、商業高校で学ぶ高校生同士、学校生活や将来のことを語り合い、

充実した時間を過ごすことができました。 

   

 

 


